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AIデータセンター向け冷却技術に関する特許査定受領のお知らせ

当社は、このたび、AIデータセンター向け冷却技術に関する特許出願について、特許庁より特許
査定を受領しましたので、お知らせいたします。

本件特許出願は、当社が開発を進めるAIデータセンター向け冷却システムにおいて活用を予定し
ている冷却技術に係るものです。当該冷却システムは、AIデータセンター等に設置されるサーバー
の安定稼働を支えるため、平常時から非常時までの冷却環境確保を目的として開発を進めておりま
す。今回、特許庁の審査を経て、特許すべき旨の査定がなされました。

AI技術の進展に伴うデータ処理需要の拡大やサーバーの高性能化・高密度化により、データセン
ターでは発熱量及び冷却負荷の増大が課題となっています。当社が開発を進める冷却システムは、
平常時、冷却負荷が高まるピーク時及び停電・災害等の非常時における冷却を支え、既存の冷却設
備を補完することを目指しております。また、今後の実証結果を踏まえ、将来的には既存冷却シス
テムからの置き換えも視野に入れております。

当社は現在、第1号小型実証機の製作に向け、仕様の検討及び製作費用の見積りを進めております。
今後、小型実証機を用いて冷却性能、連続運転性能及び安全性等を検証し、実用化に必要なデータ
を取得する予定です。今回の特許査定受領を事業化に向けた重要な節目と位置付け、実証機の開発、
関連技術の権利化並びに協力企業との連携を推進してまいります。

当社は今後、所定の特許料を納付し、設定登録に向けた手続を進めます。現時点では設定登録前
であり、特許権は設定登録により発生します。設定登録が完了しましたら、特許番号等とあわせて
改めてお知らせいたします。

なお、本件が当社業績に与える具体的な影響は現時点では未定であり、今後、公表すべき事項が
生じた場合には、速やかにお知らせいたします。
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